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誰がＴＰＰを要求しているか。そこが問題です。自

由化という言葉は聞こえがいいですが、日本の全

ての産業を荒波に放り出すのと同じです。特に後

継者不足の日本の農業は壊滅的な打撃を受け

るでしょう。一度破壊された農業はなかなか元に

は戻りません。食糧が高騰し続けている今、これ

から日本の自給率が更に下がり、防衛、エネルギ

ーどころか食料までも他国に完全に頼らざるを得

なくなったら・・その先は見えています。お金で買

えるのは一部の人だけでは話になりません。何で

も自己責任と国民には言いながら、日本のトップ

は責任のせの字も取らない。ＴＰＰがもたらす危険

を僕らは真剣に考えなくてはいけないのです。
本名たかむらともや。「教育

を語らせたら、止まらない

男」です。東京都新宿区生

まれ。新宿区立西戸山中

学、都立石神井高校を経て

北海道大学へ。大学3年の

時、突然教師になる決意を

する。77年から教師として五中・六中・二中で２

１年間を過ごし98年退職。04年初当選。どの会

派にも属せず一人会派「語る会」で、しがらみ

のない発言をし続けている。新堀・石神「たか

やん塾」塾長。「黒目川川づくり懇談会」代表。

新座五中・六中の男女硬式テニス部を率い

て、県大会は50回以上、関東大会5回、全国大

会2回優勝。学級通信「一生懸命」を２0年間発

行し続ける。ＮＨＫの「おはよう広場」、最近では

「インターネットテレビ」に出演。議員日記は６

年と11ヶ月毎日更新。アクセスは14万2千回を

超える。小中高生と先生・保護者の生の声を聞

きながら、日々教育を考え「観光新座ではな

く、教育新座」を訴えている。ご感想・ご意見を

お待ちしています。たかやん

教え子（六中）の華ちゃんの結婚式でお兄ちゃん
（横ちん）と二人で歌いました。みんな泣きました。

幻の新座市議会報告第65弾！

第3の開国

菅直人はさかんに「第３の開国」という言葉を使い

ます。誰のために開国しようとしているのかが問題

です。誰が圧力をかけて、開国（貿易の自由化）

を要求しているかが問題なのです。あの「郵政民

営化」も（耐震偽装の元凶となった「建築基準法

改正」も大量の非正規雇用労働者を生み出した「

労働者派遣法改正」も、全てアメリカの圧力です

。それに乗っかり、大もうけするのは大企業で、中

小零細はバタバタと倒れている。それが今の日本

です。菅直人は第1の開国は明治維新、第2の開

国は戦後、そして今回のＴＰＰが第3の開国だとい

うのだから狂っています。仮に「第3の開国」だとし

ても、嘘だらけの民主党には任せられません。日

本の運命を決定するようなことをマニフェストのマ

の字も守れない政党に任せていい訳がありません

。国民の政治不信は強く、地方議会に対する市

民の目も厳しいです。「無所属だと思って投票した

ら、完全市長与党だった」「議会報告を1枚も出さ

ない」「休日議会に行っても、寝ていた！」「選挙

の時だけ頑張っている」という声もあちこちから聞

きます。一人会派でも頑張らねば！！


